
第
二
節

丸
山
豊
の
著
作

〈
単
行
本
〉

書

名

発

行

所

『

攻

璃

の

乳

房

ボ

ア

イ

エ

ル

の

会

『

よ

び

な

』

よ

び

な

刊

行

会

『
白
鳥
〈
純
粋
詩
叢
書

V
〉
』
昭
森
社

『

火

枝

』

糧

発

行

所

『

未

来

』

昭

森

杜

『

孔

雀

の

寺

』

金

文

堂

『

地

下

水

』

母

音

杜

『

草

刈

』

昭

森

杜

『
愛
に
つ
い
て
の
デ
ッ
サ
ン
』
国
文
杜

『
白
鳥
(
復
刻
版
)
』
プ
ロ
ダ
ク
ト
埴
輪

『

水

上

歩

』

思

潮

社

『

月

白

の

道

』

創

言

社

『

髄

温

』

プ

ロ

ダ

ク

ト

埴

輪

『
定
本
丸
山
豊
全
詩
集
』
創
言
社

『
定
本
丸
山
豊
全
散
文
集
』
創
言
社

『

球

根

』

国

文

社

『
丸
山
豊
詩
集
〈
H
本
現
代
詩
文
庫
2
2
〉
』
土
曜
美
術
社

『
月
白
の
道
(
新
訂
増
補
)
』
創
言
社

『
校
歌
会
歌
等
作
調
集
』
私
家
版

『

微

安

心

』

国

文

社

〈
雑
誌
〉

『
街
路
樹
』

刊
行
年

一
九
三
四

一
九
三
五

一
九
三
八

一
九
三
九

一
九
四
二

一
九
四
七

一
九
四
七

一
九
五
七

一
九
六
五

一
九
六
八

一
九
七

O

一
九
七

O

一
九
七
一

一
九
七
六

一
九
七
八

一
九
八
三
一

一
九
八
五

一
九
八
七

一
九
八
七

一
九
八
七

街
路
樹
社

創
刊
号
(
一
九
二
一

O
年
六
月

)
1
二
巻
玉
号
(
一
九
三
一
年
5
月
)

『

文

学

会

議

』

文

学

会

議

社

創
刊
号
(
一
九
三
六
年
四
月

)
1第
四
号
(
一
九
三
七
年
一
月
)

母

音

社

刊

行

年

第
一
期
(
一
九
四
七
年
一
月

)
1第
三
期
(
一
九
六
四
年
一
月
)

火
の
会

第
一
号
(
一
九
六
一
年
九
月

)
1第
七
号
(
一
九
六
四
年
二
月
)

泥
群
の
会

創
刊
号
(
一
九
八
一
年
十
一
月

)
1
=一
号
(
一
九
八
二
年
五
月
)

『
母
音
』

『
火
』

『
泥
群
』〈

楽
譜
〉

混
声
合
唱
組
曲
「
筑
後
川
」

(
圃
伊
玖
磨
作
曲
)

カ
ワ
イ
出
版

「
海
上
の
道
」
(
園
伊
玖
磨
作
曲
)

カ
ワ
イ
出
版

「
大
阿
蘇
」
(
圃
伊
玖
磨
作
曲
)

カ
ワ
イ
出
版

「
玄
海
」
(
圃
伊
玖
磨
作
曲
)

カ
ワ
イ
出
版

「
愛
こ
そ
」
(
森
脇
憲
三
作
曲
)

音

楽

之

友

社

一

九

八

八

「
愛
に
つ
い
て
の
デ
ッ
サ
ン
」
(
森
脇
憲
三
作
曲
)

全

音

楽

楽

譜

出

版

社

一

九

九

八

昭
和
五
十
七
年
N
H
K
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
高
等
学
校
課
題
曲

「
水
の
う
た
」
(
大
中
恩
作
曲
)
日
本
放
送
出
版
協
会
一
九
八
二

一
九
六
九

混
声
合
唱
組
曲

一
九
七
四
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混
声
合
唱
組
曲

一
九
七
九

混
声
合
唱
組
曲

一
九
八
五

女
性
合
唱
組
曲

女
性
合
唱
組
曲

〈
校
歌
・
会
歌
〉

作
詞
者
は
す
べ
て
丸
山
豊
な
の
で
作
曲
者
だ
け
を
表
記
し
た
。
所
在
地



は
現
在
の
行
政
区
域
で
示
し
て
お
り
、
校
歌
制
定
時
期
の
行
政
地
名
を
表

記
し
て
い
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
地
区
名
を
示
し
て
い
な
い
も

の
は
久
留
米
市
所
在
の
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
発
表
と
し
て
い
る
も
の
は
、

学
校
な
ど
の
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
で
の
記
載
に
従
っ
た
。
ま
た
、
何
年
以
降
と

し
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
学
校
の
開
校
時
期
を
示
し
て
い
る
。

〈
学
校
名
等
〉

O
末

学

久
留
米
大
学
校
歌

徳
山
大
学
校
歌

O
高
等
学
校

久

留

米

高

等

学

校

校

歌

中

田

喜

直

三

井

中

央

高

等

学

校

校

歌

森

脇

憲

三

久

留

米

農

芸

高

等

学

校

校

歌

陶

山

聡

久

留

米

工

業

高

等

学

校

校

歌

安

永

武

一

郎

一

九

六

二

年

四

月

以

降

久

留

米

学

園

高

等

学

校

校

歌

中

村

八

大

一

九

八

二

年

以

降

筑

邦

高

等

学

校

校

歌

森

脇

憲

三

一

九

六

四

年

七

月

城
南
高
等
学
校
校
歌
(
福
岡
市
)
安
永
武
一
郎
一
九
六
四
年
七
月

筑
前
高
等
学
校
校
歌
(
福
岡
市
)
森
脇
憲
三
一
九
八

O
年
二
月
制
定

荒
尾
高
等
学
校
校
歌
(
熊
本
県
荒
尾
市
)
藤
枝
昭
俊
一
九
五
三
年
八
月

北
筑
高
等
学
校
校
歌
(
北
九
州
市
)
森
脇
憲
一
二
一
九
七
八
年
三
月

福
岡
農
業
高
等
学
校
校
歌
(
太
宰
府
市
)
森
脇
憲
コ
一
一
九
六
一
年
八
月

福
島
高
等
学
校
応
援
歌
(
八
女
市
)
森
脇
憲
一
ニ

西
日
本
短
期
大
学
付
属
高
等
学
校
校
歌
〈
八
女
市
)

陶

山

聡

一

九

六

五

年

八

月

〈
作
曲
者
〉

〈
作
詞
・
制
定
時
期
〉

園
伊
玖
磨

圃
伊
玖
磨

一
九
五
四
年
七
月

一
九
七
二
年
七
月

一
九
六
四
年
七
月

一
九
六
四
年
七
月

O
中
学
校

櫛
原
中
学
校
校
歌

明
星
中
学
校
校
歌

陶

山

聡

本
間
四
郎

一
九
五
四
年
十
月
制
定

扉
水

中

学

校

校

歌

森

脇

憲

三

田

主

丸

中

学

校

校

歌

安

永

武

一

郎

宮

ノ

陣

中

学

校

校

歌

安

永

武

一

郎

八
幡
中
学
校
校
歌
(
八
女
市
)
隈
丸
光
次

西
中
学
校
校
歌
(
八
女
市
)
森
脇
憲
二
一

黒
木
中
学
校
校
歌
(
八
女
市
)
葵
ま
さ
ひ
こ

吉
井
中
学
校
校
歌
(
う
き
は
市
)
安
永
武
一
郎

広
川
中
学
校
校
歌
(
八
女
郡
広
川
町
)
森
脇
憲
コ
一

光
稜
中
学
校
校
歌
(
宮
若
市
)
森
脇
憲
一
ニ

唐
津
佐
志
中
学
校
校
歌
(
唐
津
市
)
陶
山
聡

O
小
学
校

鳥

飼

小

学

校

校

歌

隈

丸

光

次

東

圏

分

小

学

校

校

歌

安

永

武

一

郎

津

福

小

学

校

校

歌

奥

山

晴

美

西

圏

分

小

学

校

校

歌

森

脇

憲

一

ニ

宮

ノ

陣

小

学

校

校

歌

安

永

武

一

郎

福
岡
教
育
大
学
付
属
久
留
米
小
学
校
校
歌

圃
伊
玖
磨

藤
枝
昭
俊

熊

谷

弘

宇
野
誠
一
郎

藤
枝
昭
俊

圃
伊
玖
磨

圃
伊
玖
磨

森
脇
憲
三

安
永
武
一
郎

安
永
武
一
郎

森
脇
憲
二
一

南
薫
小
学
校
校
歌

荒
木
小
学
校
校
歌

金
丸
小
学
校
校
歌

日
吉
小
学
校
校
歌

荘
島
小
学
校
校
歌

篠
山
小
学
校
校
歌

水
縄
小
学
校
校
歌

筑
後
北
小
学
校
校
歌
(
筑
後
市
)

千
代
小
学
校
校
歌
(
福
岡
市
)

杷
木
小
学
校
校
歌
(
朝
倉
市
)

一
九
七
一
一
年
以
降

一
九
五
八
年
九
月
以
降

一
九
六
四
年

一
九
七
二
年

一
九
六
一
年

一
九
八
一
年
四
月
以
降

一
九
七
八
年
四
月
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一
九
六
一
年
十
月
制
定

一
九
五
四
年
九
月
制
定

一
九
五
四
年
七
月
制
定

一
九
七
三
年
三
月
制
定

一
九
五
九
年
二
月
制
定

一
九
五
五
年
制
定

一
九
五
五
年
一
月

一
九
六
一
一
年
制
定

一
九
六
四
年
八
月
制
定



感
(
雁
)
回
小
学
校
校
歌
(
直
方
市
)
森
脇
憲
三

下
辺
春
小
学
校
校
歌
(
八
女
市
)
森
脇
憲
二
一
一
九
六
二
年

尾
久
保
小
学
校
校
歌
(
八
女
市
)
森
脇
憲
三
一
九
六
四
年

忠
見
小
学
校
校
歌
(
八
女
市
)
安
永
武
一
郎
一
九
七

O
年

中
広
川
小
学
校
校
歌
(
八
女
郡
広
川
町
)
細
川
潤
一

仁
田
原
小
学
校
校
歌
(
八
女
市
)
安
永
武
一
郎
一
九
六
八
年

一
一
川
小
学
校
校
歌
(
筑
後
市
)
安
永
武
一
郎
一
九
七
一
一
年

三
ツ
河
小
学
校
校
歌
(
柳
川
市
)
中
田
喜
直

O
幼
稚
・
保
育
園

天

使

幼

稚

園

園

歌

本

間

四

郎

天

心

幼

稚

園

園

歌

隈

丸

光

次

純

心

幼

稚

園

圃

歌

武

居

俊

彦

鳥

飼

保

育

園

園

歌

内

田

詠

二

天

使

圃

圃

歌

限

丸

光

次

O
各
種
団
体
等

久
留
米
医
師
会
看
護
専
門
学
校
校
歌
本
間
四
郎

久
留
米
聾
学
校
校
歌

熊

本

電

気

通

信

学

園

圃

歌

藤

枝

昭

俊

城

山

学

園

園

歌

森

脇

憲

三

福
岡
東
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
院
歌
福
永
定

久

留

米

音

楽

学

園

園

歌

安

永

武

一

郎

石

橋

文

化

セ

ン

タ

ー

の

歌

圃

伊

玖

磨

一

九

六

一

年

四

月

発

表

久

留

米

医

師

会

の

歌

本

間

四

郎

久

留

米

婦

人

会

の

歌

傍

示

暁

了

久
留
米
連
合
文
化
会
会
歌

久
留
米
市
子
供
会
連
絡
協
議
会
会
歌
辻
村
玄
瑞

久
留
米
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
歌
「
あ
た
た
か
い
輪
」

中
村
人
大
一
九
六
六
年
九
月
発
表

堀
川
病
院
院
歌

唐
津
保
養
院
院
歌

小
郡
市
市
歌

隈
丸
光
次

隈
丸
光
次
一
九
七
九
年
十
月
発
表

安
永
武
一
郎
作
曲
・
本
間
四
郎
編
曲

一
九
八
七
年
十
一
月
発
表

校
歌
・
会
歌
の
概
要

大
学
一
一
校
、
高
校
十
三
校
、
中
学
校
十
二
校
、
小
学
校
一
一
十
四
校
、
幼

稚
園
・
保
育
園
玉
園
、
そ
の
他
十
玉
、
計
七
十
一
点
の
作
品
が
あ
る
。
現

在
、
判
明
す
る
所
で
は
こ
れ
ら
の
校
歌
の
作
調
で
最
も
古
い
も
の
は
荒
尾

高
校
校
歌
(
五
三
年
)
で
あ
り
、
翌
五
四
年
に
は
久
留
米
市
内
に
大
学
・

中
学
・
小
学
の
四
校
、
王
五
年
に
は
久
留
米
市
内
の
小
学
校
一
一
校
と
な
り
、

ひ
と
つ
の
ピ
1

ク
を
迎
え
る
。
次
の
ピ

l
ク
は
六
一
年
か
ら
六
四
年
の
四

年
間
に
一
四
校
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
は
久
留
米
地
区
に
限
ら
ず
、

筑
後
地
区
・
福
岡
地
区
に
広
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
降
は
隔
年
で
一
校
程

度
の
作
詞
を
行
っ
て
い
る
。
最
終
的
に
は
七
八

3
人

O
年
に
四
つ
の
作
調

を
行
っ
た
の
が
最
後
と
な
っ
て
い
る
。
作
調
年
が
わ
か
ら
な
い
作
品
が
多

い
が
、
幼
稚
園
・
保
育
園
、
各
種
団
体
な
ど
、
多
く
の
人
々
の
求
め
に
応

じ
て
作
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
地
域
の
広
が
り
、
各
種
団
体
へ
の
提
供

な
ど
に
表
れ
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
関
係
で
目
立
つ
が
、
高
校
で
は
一
校
(
筑
邦
高
等
学
校
)

が
久
留
米
学
園
高
校
と
統
合
さ
れ
、
ま
た
、
八
女
郡
部
の
小
学
校
(
仁
田

原
小
・
下
辺
春
小
・
尾
久
保
小
な
ど
)
も
学
校
の
統
廃
合
に
よ
っ
て
学
校

が
閉
鎖
さ
れ
、
校
歌
と
し
て
の
役
割
が
失
わ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

校
歌
な
ど
の
歌
詞
を
具
体
的
に
知
り
た
い
方
は
、
医
療
法
人
社
団
豊

泉
会
丸
山
病
院
(
小
郡
市
)
の
ホ

1
ム
ベ

l
ジ
に
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、

参
考
に
さ
れ
た
い
。
書
籍
と
し
て
は
『
校
歌
会
歌
等
作
詞
集
』
(
私
家
版

一
九
八
七
)
が
あ
る
。
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